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令和５年 12月 22日発行 

2023年、令和５年、卯年。みなさんにとってどんな年だったでしょうか。 

 大きな出来事では、新型コロナの猛威が収束に向かい、チャレンジできることがたくさん戻って

きたことでしょう。 

 箱根駅伝駒澤大学優勝(１月)から始まり、WBC＝ワールド・ベースボール・クラシック優勝(３

月)、車いすテニスで 17 歳小田さんが４大大会制覇(７月)。将棋の藤井聡太竜王史上初の八冠(10

月)…など、たくさんの元気と勇気をもらいました。 

 そして、大リーグ大谷翔平選手が、日本人初の本塁打王獲得(10月)に続き、大リーグ史上最高額

でドジャースと契約のニュース（12月 10日付）が飛び込んできました。 

 大谷選手は、試合中でもグランドにゴミが落ちていると、拾ってポケットに入れる姿が話題で

す。これは、大谷選手の高校時代の恩師の「ゴミは人が落とした運。ゴミを拾うことで自分自身に

ツキを呼ぶ」との教えだそうです。もちろん「ツキ」だけではなく、本人の努力あってのことです

が、自分のことだけではなく、周りに目を配ることの大切さを教えてくれます。そんな大谷選手の

活躍が、私たちを幸せな気持ちにしてくれています。 

 世界では悲しい出来事が続いていますが、私たち一人ひとりの気持ちと行動が、周りの人を幸せ

にすることができます。 

 2024年、令和６年、辰年。「辰」は、様々な願いを叶えてくれるだけでなく、あらゆる物事をい

い方向へ導いてくれる力があるとされています。私たちの力と辰の力を合わせ、子どもたちと一緒

に良い年にしていきましょう。 

校長 山﨑 嘉信  

 

新設の福祉事業所情報のご案内です。 

＊ナーシングピア子母口（生活介護：円融会） 

 住 所：川崎市高津区子母口 373  

 作業内容：創作活動、レクリエーション、散歩等   

 そ の 他：送迎有、給食有、 

 ＊生活介護ウィング宿河原（生活介護：一般社団法人ウィングワークス） 

 住 所：川崎市多摩区長尾５-22-14 プルミエール壱番館 101号室 

 作業内容：ドライフード、お菓子作り等 

 そ の 他：送迎有、給食有 

ご興味のある方は、ホームページをご覧ください。 

進路支援係 板井 汐織  



久しぶりに全校で行う学習発表会が４日間、本校を会場に行われました。 

どの学部も発表の仕方にいろいろ工夫があり、日々の学習で積み重ねたことを

本番で出し切ったことで、児童生徒一人ひとりがまるでスポットライトを浴びて

いるかのように、キラキラ輝いていました。自分たちの出演以外の時間は、他学

部のステージ発表や作品展示をお互いに見合うことで、普段のかかわりだけでは

得られない刺激も受けていたように思います。 

期間中は、高等部や分教室の生徒が運営の手伝い（受付

や舞台の道具運搬、椅子並べや片付け等の会場設営、看板

や配付プログラム作成等）にも携わり、とても有意義な行

事となりました。保護者の皆様からも、「お子さんの成長

が感じられる！」といったコメントも多数いただきまし

た。ご参観くださり、ありがとうございました。各学部の発表等の写真はホームページに掲載して

います。また、各クラスＴシャツを昇降口に掲示していますので、併せてご覧ください。   

※学習発表会中、２月に行う作業発表会のネーミングも募集した結果、『たかつ市場
マルシェ

』に決定し

ました！ご協力ありがとうございました！！         学習支援グループ 朝倉 智子 

 

 

 

 

コロナ禍はオンラインでの開催となっていた秋の遊び場で

すが、今年は４年ぶりに現地開催されました！200 名を超え

る児童生徒や保護者、卒業生、地域の皆様に来校いただき、

パラスポーツの体験や地域団体の演目発表、お絵描きコーナ

ー、模擬店などで楽しみました。 

児童生徒が考案・投票した地域の商店とのコラボ商品、シ

モト珈琲との「にんじんとジャガイモカレー」「生姜焼きカレ

ー」と、米倉商店との「チョコレートどら焼き」も完売するほど、大好評でした。 

また、恒例のボッチャ大会では高津支援学校 TAC チーム、教員チームともに予選敗退となる中、

決勝は「チャレンジドサポートチーム」VS「高津第二地区社会福祉協議会チーム」が対戦。その様

子を生中継で配信した熱戦の結果は、高津第二地区社会福祉協議会チームの皆さんの勝利に！！ 

地域の方もボランティアとして多数ご参加くださり、皆で楽しいひと時を過ごすことができまし

た！ 

地域支援係  西 真祐未サミラ  



 

 11/13（月）から 11/17（金）の１週間、本校の児童生徒を対象に給食摂取量調査を行いました。

次の表は、期間内の給食一人前に対する摂取量の学部平均をまとめた結果です。 

メニュー 小学部平均（％） 中学部平均（％） 高等部平均（％） 

11/13 

（月） 

スペシャルカレー 76.7 82.5 96.6 

牛乳 59.9 74.4 93.3 

ツナサラダ 72.2 81.8 96.1 

ヤクルト 68.9 82.3 98.2 

11/14 

（火） 

ごはん 83.5 82.8 99.0 

焼きのり 89.6 98.2 97.9 

牛乳 60.8 78.0 93.5 

じゃがいものそぼろ煮 66.8 80.2 94.3 

春雨スープ 66.4 78.8 94.1 

11/15 

（水） 

カレーパスタ 80.2 79.2 94.5 

牛乳 62.5 75.8 91.2 

コーンサラダ 72.2 73.5 91.5 

冷凍りんご 71.8 80.4 96.9 

11/16 

（木） 

米粉ロールパン 90.5 83.5 98.3 

牛乳 59.3 72.3 93.8 

かじきのムニエル 79.8 84.1 95.0 

ガリバタポテト 76.1 85.1 94.6 

わかめスープ 71.9 76.0 96.5 

いちごゼリー 88.8 73.0 98.9 

11/17 

（金） 

ビビンバ 79.8 86.1 90.9 

牛乳 61.2 78.1 96.4 

中華あえ 71.7 75.9 93.4 

小学部、中学部、高等部の順に摂取量割合が増えていることがわかります。

小学部では牛乳の摂取量割合が少ないこともわかります。小学部の児童は今が

成長期です。カルシウムの大きな摂取源となる牛乳は、ぜひ飲んでもらいたい

です。 

また、個人の摂取量を見ると、全学部・学年において摂取量の個人差が大き

いことがわかりました。 

小学部の児童は少しずつ給食に慣れていきながら食べることができる献立

を増やし、中学部・高等部の生徒は好き嫌いをせずに給食を食べましょう。 

栄養教諭  根本 佳奈 

 


